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研究成果の概要（和文）：グローバリゼーションの中での地域社会の変容を論じる分野において、ヨーロッパの
境界地域を対象に、地域文化の越境性と境界性を分析した。具体的にはルーマニア-モルドバ、スペイン-モロッ
コ-ジブラルタル、ポーランド-カリーニングラード-リトアニアというEUの境界が引かれている国家間の現地調
査を行った。それぞれの国の文化が時代ごとの政治的立場において意図的に選択され、隣接する国との差異化を
図りつつ、経済的、とりわけ観光で利益を得るためにヨーロッパにつながる文化を表象していることがわかっ
た。また、EUの国境警備は年々厳しくなっており、それぞれの地域で暮す人にとって不利益をもたらす様相もみ
られた。

研究成果の概要（英文）：This issue of research is transboundary and boundary of reginal/national 
culture in Europe as social change in globalization.
Field surveis in 3 years were Poland-kaliningrad-Ratovia, Rumania-Moldova, Spain-Morocco-Gibraltar.
These field research became clear that each regionaly/nationaly political position intentionaly 
determined their cultures, made them differ from neighbour country, and chose their representations 
of european culture for economic, especially touristic, interst. In other part, border controle of 
EU is restriced year by year, it broght some inexpediency to pepole living in these area.      

研究分野：社会学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
先行の科研費研究であるフランス少数言
語地域の比較研究、ヨーロッパ辺境地域の文
化的越境性と差異化の研究でだされた結果
より、妥当性を比較検証する必要のある課
題として以下の 2点が残った。 
(1)地域文化は政治的、経済的変動という外的
要因により、再解釈される文化や外部資源を
したたかに動員し、再編成されているという
ことがフランス以外の境界地域にも妥当で
あるか。 
(2)EU 加盟途上での EU 内外の格差と文化再
解釈について、マケドニア以外でも妥当かと
いう課題が残され、ヨーロッパの境界の国/
地域において文化の政治化によって特有の
社会空間が形成されるか、他の域内外の事例
でも検討する必要性。 
 
２．研究の目的 
本研究では、グローバリゼーションの中で
の地域社会の変容を論じる分野において、ヨ
ーロッパの境界地域を対象に、実践をとおし
て、文化の政治化が表象する「固有性」と「特
異性」によって創られる社会空間、使用価値
としての地域の空間表象という点から、地域
文化の越境性と境界性を実証的に分析する
ことを目的とした。 
具体的には以下 2点を研究課題とした。①
グローバル化、EU 統合によって持ち込まれ
た諸基準や国際市場での競合は、言語やその
他の地域文化活動にどの水準で、文化の政治
に影響しているのか。②地域内外の人に消費
される地域文化が、いかにグローバル化され
たパッケージや表象（記号）をまとっている
としても、どのように差異と独自性を再構築
しながら保てるのか。 
「社会空間」(social space)を①社会的実践
の場所、②日常の実践、歴史的物語に結び付
けられた実践、交換価値としての機能によっ
て再構造化される対象と再定義し、ヨーロッ
パの境界において、特に文化に関する行為選
択によって文化の表象と文化的行為、文化の
選択を政治と経済の要素を取り入れて分析
することで、現在の文化を契機に構成される
社会空間がきわめて経済的状況や政治的課
題をかかえた表象であることを抽出するこ
とを試みた。 
 
３．研究の方法 
 年 2回の研究会で調査計画、先行研究分析、
前年度調査の振り返りを行い、年 1回の現地
調査を行った。 
現地調査は当該地域に詳しい研究分担者、
連携研究者が計画し、複数人で現地の専門家
への聞き取り、歴史的モニュメント、博物館
での表象分析、文献収集行い、陸路・海路で
の越境の様子を参与観察した。 

2014 年度モルドバ・キシナウ、ルーマニ
ア・ヤシとブカレスト、2015年度ポルトガル
（リスボン）、スペイン（グラナダ、マラガ、

アルヘシラス、セウタ）、モロッコ（タンジ
ェ）、イギリス（ジブラルタル）、2016年度ポ
ーランド（グダンスク）、ロシア（カリーニ
ングラード）、リトアニア（ヴィリニュス） 
 
４．研究成果 
(1)現地調査からの知見 
2014年度 
①19 世紀から 20 世紀初頭のルーマニア国家
建設において、歴史的には民族や文化の多様
と混成を内実としながら、ハンガリー、ロシ
ア、トルコ、スラブとの差異化を図る対外関
係から、ローマ字表記選択、ローマ起源への
依拠、フランスへの政治的権威づけの手法の
参照が選択されたことが確認された。 
②モルドバの歴史的な民族多様性、人工的国
家建設の経緯、ヨーロッパとロシアの狭間の
地政学リスクによる１つの政治的選択を行
うことの難しさの知見が得られた。 
③ルーマニア、モルドバの言語と国民の海外
流出という共通性は見られたものの、EU に
加盟しているルーマニアのインフラ整備、ド
イツ・フランス等の直接投資による格差がで
きていることが分かった。  
 
2015年度 
①スペイン・マラガ、グラナダ、アルヘシラ
ス、セウタおよびモロッコ・タンジェにおい
て、ギリシャ神話、フェニキア植民地等の「ヨ
ーロッパ」起源を遺跡に残し、ムーア人の支
配期やアラブ人の支配期の痕跡と今も継承
される「遺産」を観光資源として利用しつつ、
宗教による差異を差別的境界構築の資源と
して利用しない日常の混成文化の様相が確
認された。 
②セウタとジブラルタルにおける領有権と
要塞から西地中海において、文化的差異の政
治化特に境界の政治が先鋭化するのはユト
レヒト条約以降ではないかと推察された。 
③2015 年は特に地中海の難民がヨーロッパ
へ向かって移動した年であり、11 月 13 日の
パリ同時テロ事件の影響がスペイン・モロッ
コ国境間を緊迫したものにしている。それま
での生活を脅かす移動の制限、実質的な移動
の自由の格差は、取り締まりの強化と出入国
管理の一部民営化と支配の代行業ともとれ
る「フロンティア」への加圧の側面も散見さ
れた。 
 
2016年度 
戦勝国における集合的記憶の形成、政治
的・経済的状況の変化に応じた残すべき文化
の記憶の変化、国境における権力作用などが
確認された。 
①ポーランド・グダンスク、ロシア・カリー
ニングラードは、第二次世界大戦のナチスド
イツとソ連との激しい攻防のあった地であ
り、戦後からソ連時代にはプロイセン時代の
通りの名前、建物は消され、特にカリーニン
グラードにおいては戦車や要塞博物館など



戦勝の記念碑や実物が 48 箇所に点在するこ
とが歴史学者であるコーチャショフ先生の
案内とともに確認された。 
②一方で、グダンスクとカリーニングラード
はかつての自由都市やプロイセンにおける
産業や交易の繁栄したダンチィヒ、ケーニヒ
スベルクでもあり、東西対立が緩和された現
在ではかつての街の風景の復元が計画され、
進められている。世界遺産の登録、2018年の
サッカーW 杯などグローバル基準での文化
の価値が記憶すべき街の表象にも影響を与
えている。 
③東西対立時のような厳しさはないもの、ポ
ーランド・ロシア国境及びロシア・リトアニ
ア国境での検問は厳重であり、特に列車で移
動において車内でのパスポートと質問の検
分は緊張のある境界であることが確認され
た。また、カリーニングラードは比較的穏や
かな国境環境でシェンゲンビザが取りやす
くロシア国内からの移住が多いことも教示
された。 
 
(2) 越境の現地調査からの知見 
「中心」から「辺境」とまなざされる地域の、
大国や世界の政治に翻弄される様相と地域
の主体性がみいだされた。言語、民俗文化、
歴史とその記憶など地域文化と表象される
もの、すなわち書籍、教育、博物館、記念碑
等として地域文化の「重要性」「価値」が表
象され、それぞれが各地域の歴史を踏まえな
がらも、特定の時期や特定の出来事を参照し
ようとする。その特定の時期や特定の出来事
の参照は、歴史の中ではかならずしも一定し
ておらず、各地域の置かれている政治的状況
によって、翻弄されつつも地域主体の意志と
して何らかの自らの立ち位置を表現しよう
としている。 
本研究の調査対象となったヨーロッパで
は、1989年にベルリンの壁が無くなったあと、
EU 統合がシェンゲン協定によって人の移動
の自由を保証する空間となり、EU 拡大とと
もに巨大なヨーロッパの壁が張り巡らされ、
シリア等からの難民が急増するこの数年は
境界線での攻防は激しさを増している。そし
て、EUの「辺境」の地においては、EUに加
盟するためのあるいはどこに自らの領土を
帰属させるべきなのかその文化と歴史の記
憶をめぐる葛藤、難民や移民を域内に入らせ
ないための暴力、ボーダーランドに住む人々
の日々の交渉などがみられる。 

EU 域内では壁をなくし、地域間協力の名
の下の地域文化の再解釈が行われているが、
EU 未加盟の国では、一方につくと言明すれ
ば一方からの警戒や経済的制裁が高まる危
険性があるという板挟みの苦しみを味わっ
ている。そして、目的地へ向かう人々の経由
地として、国境に留め置かれる人々の一時避
難地として必然的に役目を担わされるボー
ダーランドは、歴史的にも要塞や経由地とし
ての役割を「担わされ」、それ故に「中心」

の政治的思惑が鮮明に表象される場所でも
ある。「中心」は勝手に境界を引くが、そこ
には日々の生活を営む人々がおり、生活圏を
分断されることもある。 
アンビバレントでときには唐突な印象を
うけることもある地域文化の表象は、「中央」
から常に線引きの対象となり、大国の軋轢の
間で緩衝地と機能させられる「ボーダーラン
ド」（境界設定される土地）の必然的な姿で
もある。むしろ、地域文化が一定の一貫した
ものであると仮定して、他者がまなざすので
あれば、それは研究者の立場が「中心」に依
拠している視点の鏡であり、そこで暮す人々
の生活と智慧としての複層性と曖昧さこそ
が「ボーダーランド」の地域文化ではないだ
ろうか。中心からみた「ボーダー」、「バウン
ダリー」、「辺境」ではなく、自らの選択では
なく、あくまでもボーダー、辺境に「されて
しまった」歴史と踏みにじられないようにす
る曖昧な文化的複層性の表象をもつ空間、地
域をしめすことばとして「ボーダーランド」
が見出される。「境界」を線としてとらえる
のではなく、そこに生きている人々の生活圏
があるとして、地域の主体性の表象として
「ボーダーランド」と名付けたい。 
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